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『治療就労両立支援部』とは…
　当院では脳卒中の治療・リハビリと就労（職
場復帰）の両側面から患者様を支援させていた
だきます。患者様のサポートは、復職コーディ
ネーターが中心となって医師・看護師・リハビ
リスタッフ等で構成された両立支援チームが協
働で関わっていく部署です。

　当院は、勤労者や地域の人々の健康
増進と疾病の予防・治療に取り組み、患
者様の人権を尊重し、あたたかく、思い
やりのある安全な医療を提供します。
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地域医療連携誌に御意見・御要望がございましたら御連絡ください。
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高齢者てんかん

２ ３

神　里　信　夫副院長　脳神経外科部長 岩　谷　幸　栄中央検査部長

　我が国は2025年に超少子・高齢化のピークを迎え、医療や介護の需要が高まることから、さまざま

な改革が進んでいます。特に医療においては「病院完結型」から「地域完結型」の医療供給体制の構築

に向けて大きく舵がとられ、今後、都道府県単位での医療計画策定が進み各医療機関の病床機能の分化

や在宅医療の確保が課題となっています。

　このような中で私たち中央検査部も、今後どのように地域に貢献していけるか考え、日々試行錯誤を

しております。できる事、できない事、さまざまなことがありますが、ここ数年取り組んでいることを

紹介したいと思います。

１、迅速検査報告、認定資格取得について

　病院検査科としては、採血等の検査、いわゆる迅速検査報告について可能な限り役割を果たして

貢献をしています。診療に役立つ検査情報を報告するという、縁の下の力持ちで頑張っています。

また、心電図・超音波検査などの生理検査においても認定検査技師の資格を数名で取得し、質の向

上に努めております。

２、術中モニタリング検査への協力

　整形外科医師からの術中脊髄モニタリング検査導入の要望により、平成29年５月から手術室での

脊髄モニタリング検査を開始しました。症例としては腰部脊柱管狭窄症の後方固定術、頚椎椎間板

ヘルニアの後方拡大術などです。術中の神経機能評価として誘発電位モニターを実施しています。

医師、手術室スタッフから信頼されるように努め、少しずつですが、軌道に乗っています。

３、労災疾病臨床研究補助金事業、すこやか人生 well-being プロジェクトへの協力

　当院の先生方からも紹介がありますが、地域の健康推進事業に取り組んでいます。検査部ではそ

の一つとしてビタミンＤ、骨代謝マーカーと重心動揺について解析を行い、日本職業・災害医学会

や東北骨代謝・骨粗鬆症研究会にて発表を行いました。

　時代の変化により検査科の業務も少しずつ変わってき

ておりますが、患者さんの為に精一杯頑張って行きたい

と思います。

中央検査部の紹介と取り組みについて

　従来、てんかんは小児に発生することが多いとされていましたが、実は高齢になってから発症する頻

度が非常に高いことが、最近話題になってきました。

　てんかんの年代別発症率でみるとＵカーブを描き、小児期と65歳以上で上昇しています。新規てんか

ん患者の25％は65歳以上の高齢者との報告もあります。

　高齢者てんかんの原因としては、脳卒中が多く、次いで認知症、神経変性疾患、頭部外傷、脳腫瘍な

どが続きます。

　高齢者てんかんの発作型は、ほとんどが部分発作であり、複雑部分発作、二次性全般発作が多くを占

めています。しかも複雑部分発作は、全身けいれんを伴わないため、てんかんと気づかれずに見過ごさ

れることが少なくありません。症状の特徴として、一点凝視した短時間の意識減損、口をペチャペチャ

させたり、手を無意識にモゾモゾした自動症が見られたりします。この発作は数十秒～数分持続し、本

人はこの間の記憶が全く残らないため、自覚症状がなく、てんかんと診断されない場合がほとんどで

す。さらに過去のエピソード記憶（家族旅行や孫の結婚式など大事なイベント）が全く失われるという

のも特徴です。また発作後もうろう状態も遷延し、認知症に間違われたりします。また非痙攣性てんか

ん重積状態も起こしやすく、原因不明の意識障害、反応性低下の原因になったりもします。

　これらには薬物治療が有効です。多くが部分発作であることから、これに有効なカルバマゼピンが選

ばれますが、合併症があったり、多剤内服中の方が多かったりで、レベチラセタム、ラモトリギン、ガ

バペンチン、ラコサミド、ペランパネルなどが認知機能への影響が少なく、薬剤相互作用もなく、かつ

少量から使用開始し維持でき推奨されるとされています。
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奥山 
木戸
関　　［～10時］
加茂　［10時～12時］

脳神経外科

耳鼻咽喉科

歯科口腔外科

皮　膚　科

整 形 外 科

月 火 水 木 金曜　日
診療科

◎　診療日等、都合により変更する場合があります。
※　整形外科千葉副院長の診療は不定期になる場合があります。あらかじめご了承ください。

平成30年1月16日現在
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地域医療連携室のご案内

もくじ

　当院では、紹介患者の受付と院内各部署との連絡調整、他の医療機関との連絡と
情報交換などを中心に、病診・病病連携の充実をはかっております。中でも、紹介
元医療機関から予め患者情報を入手し、受診すべき診療科・医師とスケジュール調
整をする紹介システムを導入しております。

消 化 器 科
内視鏡検査
予　約　制


